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国際競技規則の変更について 

 

財団法人日本バスケットボール協会 

 

FIBA（国際バスケットボール連盟）が Official Basketball Rules 2008 ならび

に Official Basketball Rules 2010 のとおり、ルール（国際競技規則）の変更を

行います。 

この内容については別添「競技規則の変更点の概略」のとおりとし、(財)日本

バスケットボール協会における採用時期を下記のとおりと致します。 

 とりわけ、Official Basketball Rules 2010 の改正は“コート・デザイン”の大幅

な変更が含まれております。 

 これに関して、体育館の新築・改築・補修やコートの修正等のご質問は、別添

（財）日本バスケットボール協会検定工場会社会員名簿内の連絡責任者まで

お問合せ下さい。 

 

記 

 

変更点の概略 別紙参照 

ルール変更の採用時期  

 Official Basketball Rules 2008 2009(H21)年 4 月 1 日～ 

 Official Basketball Rules 2010 2011(H23)年 4 月 1 日～ 

 2010 年の変更を採用するまでの猶予期間 2013(H25)年 3 月 31 日まで 

 

以上 



平成 21 年１月 21 日 

関係各位 

 

（財）日本バスケットボール協会 

 

バスケットボール競技規則変更点の概略 
 

国際バスケットボール連盟（ＦＩＢＡ：Fédération Internationale de Basketball）のテクニカル・コミッションは，２００８年

４月２５日，２６日の２日間にわたり北京で開催されたＦＩＢＡセントラル・ボード（ＦＩＢＡ中央委員会）に，北京オリンピック

以降に施行される予定の新しい競技規則「Official Basketball Rules 2008」の最終原案を提出した． 

ＦＩＢＡセントラル・ボードは，その原案を採択・承認し，段階的に２００８年１０月１日（北京オリンピック以降）より施行す

る規則と２０１０年１０月１日（２０１０年男女世界選手権以降）より施行する規則を決定したのち，ＦＩＢＡのホーム・ページ

を通じて公表し，同時にＦＩＢＡの５つのゾーン，各国および各地域のバスケットボール協会（連盟）に通達した． 

 

変更点の主な概略は，以下のとおりである． 

 

 Official Basketball Rules 2008  

 

（北京オリンピック後，２００８年１０月１日より施行） 

１. ユニフォーム： 

ユニフォームのシャツの下にＴシャツを着用することは一切認められなくなった． 

 

２. トラヴェリング： 

ボールを持ったプレイヤーが床にたおれたり，たおれたのちボールを持ったまますべることは規則違反ではない

（トラヴェリングとはならない）ことが規則に明記された． 

 

３. ボールをフロント・コートに進めること： 

ドリブルをしながらボールを自チームのフロント・コートに進める場合は，ドリブラーの両足およびボールがフロン

ト・コートに触れるまでは，ボールがフロント・コートに進められたことにはならないことになった． 

パスでボールをフロント・コートに進める場合は，従来のとおりである． 

 

４. ボールをバック・コートに返すこと： 

自チームのフロント・コート（相手チームのバック・コート）からジャンプして空中であらたにボールをチーム・コント

ロールしたプレイヤーがそのボールを持ったまま自チームのバック・コートに着地しても，そのプレイは「ボールを

バック・コートに返すヴァイオレイション」とはならないことになった． 

 

５. インタフェア： 

バスケットの下から手を入れてボールに触れることは，すべての場合においてインタフェアになることになった． 

この規定は，パスのボールやショットされてリングに触れたあとあるいはリングにはずんだあとのボールにも適用さ

れる． 

 

６. アンスポーツマンライク・ファウル： 

相手チームが速攻を出そうとしているとき，速攻を止めようとして，その攻撃側チームのプレイヤーとそのチームが

攻撃するバスケットとの間に防御側プレイヤーが１人もいない状況で，防御側プレイヤーがその攻撃側プレイヤー

に対して後方あるいは横から触れ合いを起こしたときは，その触れ合いはアンスポーツマンライク・ファウルと判定

されることになった． 

 

７. テクニカル・ファウル： 

プレイヤーのテクニカル・ファウルの対象となる行為に，「ひじを激しく振り回すこと」が追加された． 

この行為は，ひじが相手プレイヤーに触れなくても，テクニカル・ファウルの対象となる． 

激しく振り回したひじで相手プレイヤーと触れ合いを起こした場合は，アンスポーツマンライク・ファウルあるいは

ディスクォリファイング・ファウルの対象となる． 

 



 Official Basketball Rules 2010  

 

（ＦＩＢＡの主な公式大会「Level １」では，２０１０年男女世界選手権後，２０１０年１０月１日より施行） 

（ＦＩＢＡの主な公式大会以外あるいは各国内の主な大会では，ロンドンオリンピック後，２０１２年１０月１日より施行） 

 

 

１. 制限区域： 

制限区域の形と大きさが変更される． 

形は台形ではなく，長方形となる． 

バスケットからフリースロー・ラインまでの距離，フリースロー・ライン自体の長さは現行のままである（図２参照）． 

条文の規定： 

制限区域 

制限区域は，次のラインで区画されたコートの長方形の部分をいう［(2)，(3)はラインを含む］． 

(1) エンド・ライン 

(2) フリースロー・ラインおよびフリースロー・ラインを延長したライン 

(3) エンド・ラインの中央から左右２.４５ｍの点からフリースロー・ラインを延長したラインとの交点まで，エン

ド・ラインと直角に描かれた２本の直線（寸法はラインの外側までとする） 

 

 

２. スリー・ポイント・ライン/スリー・ポイント・エリア： 

バスケットの中心からスリー・ポイント・ラインの外側の縁までの距離が５０(ｃｍ)延長され，６.７５(ｍ)に変更される． 

コート自体の大きさは現行のままである（図１参照）． 

条文の規定： 

ツー・ポイント／スリー・ポイント・フィールド・ゴール・エリア 

１チームのツー・ポイント・フィールド・ゴール・エリア（以下，ツー・ポイント・エリアという）とは，相手チームの

バスケットに近い，次に示すラインで区画された（ラインを含む）コートの部分をいう． 

(1) 外側の縁までの距離がサイド・ラインの内側の縁から０.９０ｍとなるようにエンド・ラインと直角に描かれた

２本の平行な直線 

(2) (1)のライン（直線）との交点まで描いた相手チームのバスケットの真下を中心とする円周の外側までが

半径６.７５ｍの半円の一部 

(3) エンド・ラインの内側の縁から半円の中心までの距離は１.５７５ｍとする． 

(4) (1)，(2)で表されるラインをスリー・ポイント・ラインという． 

１チームのスリー・ポイント・フィールド・ゴール・エリア（以下，スリー・ポイント・エリアという）とは，コートの

ツー・ポイント・エリアを除いた部分をいう． 

 

３. スロー・イン・サイド・ライン： 

オフィシャルズ・テーブルの反対側のサイド・ラインに，コートの外側に向かって直角に，あらたに短いラインを描く

ことになる． 

このラインを描く位置は，エンド・ラインの内側の縁から８.３２５(ｍ)のところとする（これは，あらたなスリー・ポイント・

ラインの頂点の位置と一致するところである）． 

このラインを「スロー・イン・サイド・ライン」とよぶこととする（図１参照）． 

 

第４ピリオドまたは各延長時限の最後の２分間にタイム・アウトが認められ，タイム・アウトを認められたチームの

バック・コートから，そのチーム（タイム・アウトが認められたチーム）にスロー・インのボールが与えられてゲームが

再開される場合は，そのチームのフロント・コートの「スロー・イン・サイド・ライン」の位置からスロー・インをすること

に変更される． 



条文の規定： 

スロー・イン・サイド・ライン 

オフィシャルズ・テーブルから遠いほうのサイド・ラインに，コートの外側に向かってサイド・ラインと直角に短

いラインを描く．このラインをスロー・イン・サイド・ラインという． 

(1) ラインを描く位置は，エンド・ラインの内側の縁から８.３２５(ｍ)のところとする（これは，スリー・ポイント・ラ

インの頂点の位置と一致するところである）． 

(2) ラインの長さは，サイド・ラインの外側の縁から１５ｃｍとする． 

 

４. ノー・チャージ・セミサークル： 

相手チームのバスケットの真下を中心とする円周の内側までが半径１.２５ｍの半円を，あらたにコート内に描くこと

になる． 

この半円を「ノー・チャージ・セミサークル」とよぶこととする（図２参照）． 

防御側プレイヤーがノー・チャージ・セミサークル内にいたときは，たとえ触れ合いの責任が攻撃側プレイヤーに

あったとしても，その攻撃側プレイヤーにチャージングのパーソナル・ファウルが宣せられることはない． 

チャージング以外のファウルについては，すべてのファウルが防御側プレイヤーと同様に攻撃側プレイヤーにも

適用される． 

条文の規定： 

ノー・チャージ・セミサークル 

ノー・チャージ・セミサークルとは，制限区域内に描かれた，次に示すラインをいう． 

(1) バスケットの真下を中心とする円周の内側までが半径１.２５ｍの半円と，その端をサイド・ラインと平行に

エンド・ラインの内側の縁から１.２ｍの位置まで延長したライン（ラインの端はバックボードの表面の位置

と一致する） 

(2) エンド・ラインの内側の縁から半円の中心までの距離は１.５７５ｍとする． 

 

５. ２４秒ルール： 

フロント・コートでスロー・インのボールが与えられるときに２４秒計がリセットされるケースが，あらたに「リセットされ

ずに継続してはかるケース」，「１４秒にリセットされるケース」に分類されることになる． 

 

現行の規則で継続してはかることになっているケースについて，あるいは攻撃側チームが自チームのバック・コー

トからスロー・インを行う場合で２４秒計がリセットされるケースについては，従来のとおりで変更はない． 

 

攻撃側チームが自チームのフロント・コートでスロー・インのボールが与えられる場合で２４秒計がリセットされる

ケースについては，次の２つのケースに分類される． 

① ２４秒計の残り時間の表示が１４秒以上であったときは，２４秒計はリセットされず，残りの時間を継続してはか

る． 

② ２４秒計の残り時間の表示が１３秒以下であったときは，２４秒計は１４秒にリセットされる． 

 

以上 

 

お断り： 

本概略は、FIBA より発表された変更に関するまとめです。 

競技規則書に掲載される際には、用語・表現が変更になることがありますので、ご了承ください。 



 

図１ 

 

図２ 

 



平成21年2月28日現在　　

会員社名 〒 所　在　地 電話 FAX お問い合わせ先

1 イノコ㈱ 454-0011 名古屋市中川区山王4-4-9加賀ビル3F 052-331-3311 052-332-3380

2 ㈱ウエサカ　ティー・イー 130-0004 東京都墨田区本所4-28-8 03-3622-8171 03-3622-8175 　

3 大久保体器㈱ 703-8214 岡山県岡山市鉄409-3 086-279-0585 086-279-0460 　

4 ㈱小川長春館 721-0942 広島県福山市引野町5-4-23 084-941-0230 084-941-3099 本社　営業部

5 ㈱関西金属運動具製作所 111-0036 東京都台東区松が谷2-7-9 03-3841-6604 03-3841-9287 営業部バスケット担当　滝沢功司　080-5519-2831

6 後藤体器㈱ 870-0242 大分県大分市角子南1-2-18 097-521-5100 097-521-5105 　

7 ㈱三英 270-0107 千葉県流山市十太夫108-1 04-7154-4661 04-7154-4665  

8 三和体育製販㈱ 332-0027 埼玉県川口市緑町9-15 048-255-6121 048-251-1800 電話・Faxまたはメール　shisetsu@sanwa-taiku.co.jp

9 セノー㈱ 270-2214 千葉県松戸市松飛台250 047-385-9110 047-385-9177 営業本部室（担当：梅原）電話番号は左記に同じ

10 ㈲高山製作所 839-0252 福岡県柳川市大和町栄104 0944-76-3027 0944-76-0328 担当：高山、横山

11 ㈱都村製作所 766-0004 香川県仲多度郡琴平町榎井590 0877-73-2251 0877-73-2084 本社　営業部長　都村和史  /  設計部長　中野巧一

12 トーエイライト㈱ 340-0022 埼玉県草加市瀬崎町649-4 048-921-1211 048-921-1311  

13 ㈱中村体育 386-0016 長野県上田市国分字仁王堂1190-4 0268-22-0896 0268-22-0881 工程管理課　中村　電話番号は左記に同じ

14 ㈱舟岡製作所 130-0011 東京都墨田区石原4-34-2 03-3624-0551 03-3622-6572 担当窓口：伊藤（電話：03-3624-0551）もしくは田口（携帯：090-3219-8166）

15 吉田体機工業㈱ 545-0043 大阪市阿倍野区松虫通3-8-4 06-6661-0900 06-6661-0901 　

日本バスケットボール協会　検定工場会　お問い合わせ先一覧
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